
安曇野における
オオルリシジミ
保護活動の歩み

1991　安曇野のオオルリシジ
ミの記録がこの年を最
後に途切れる

1994　旧堀金村で再発見
1995　安曇野オオルリシジミ

保護対策会議を設立
採集自粛の啓発、パト
ロールを開始

1999　国営アルプスあづみの
公園（以下 国営公園）
に保護区が設置される
累代の人工飼育成功
多くの蝶を確保できる
ようになり、蛹を放す
活動準備が整う

2000　国営公園でオオルリシ
ジミの乱舞が見られる

2001　産卵は順調であったが、
幼虫の数が少なく、天
敵の解明が課題となる

2005　信州大学に調査依頼
2006　卵や幼虫の９割が天敵

等により死滅している
ことが判明

2009　メアカタマゴバチが最
大の寄生要因であり、
野焼きに寄生を減らす
効果があることを実証
これより国営公園保護
区で毎年野焼きを実施

2011　オオルリシジミの自然
発生個体の増加を確認

2013　地元岩原区での保護活
動がスタート

2017　行政と市民が共同で、烏
川県営圃場整備計画地
内のクララ 100 株以上を
保護区周辺に移植

2019　保護区以外の場所でも
生息が確認される

2020　生息域を全市に拡大す
るため、クララを市民
に配布

国・県・安曇野市のレッドリストでいずれも最
も絶滅に瀕していることを示す「絶滅危惧Ⅰ類」
に分類されています。さらに、長野県、熊本県
では指定希少野生動植物に指定され、無断で
捕獲・採集することは条例で禁止されています。
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オオルリシジミの生息地

オオルリシジミ（学名：Shijimiaeoides divinus）
は瑠

る り

璃色の翅
は ね

を持つ、大型のシジミチョウで
す。幼虫はマメ科のクララのみを食草とし、
明るく開けた草原、河川の土手、水田の畔

あ ぜ

な
どに生息します。かつては、東北や関東地方
にも分布していましたが、今では長野県内３
カ所（安曇野市・東御市・飯山市）と九州の
阿蘇地方にしか生息していません。

クララってなぁ～に？
クララは、マメ科の多年生草本で、草丈は、
1ｍ～ 1.7ｍほど。5月末～ 6月に白い花
が咲きます。葉や茎に毒があり、古くからハ
エの幼虫の駆除のため利用されてきました。
安曇野にもゴウジコロシの別称が残っていま
す。しかし殺虫剤が普及し、家畜が食べな
い草であることから刈り取られることが多くな
り、水田の圃

ほ じ ょ う

場整備などでほとんど姿を消し
てしまいました。幸いなことに、国営アルプ
スあづみの公園内にクララが残っており、オ
オルリシジミの保全につながりました。最近は
岩原区を中心に民家の庭や田畑の畦

あ ぜ

に植え
る活動が始まったことで、オオルリシジミの生
息地が公園の外へと広がってきています。オオルリシジミの生活史

オオルリシジミは年に一度、5月中旬頃に成虫が発生し、6月にかけて食草のクララの蕾
つぼみ

に
産卵します。約１週間で幼虫となりクララの蕾

つぼみ

と花を食べ成長します。幼虫は、大きくなると体
から蜜を出し、その蜜を求めてアリがまとわりつくため、ハエやハチなどの天敵が近づきにくく
なります。幼虫期間は約１カ月で、７月から翌年５月までは土の中で蛹

さなぎ

で過ごします。
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（2020 年現在）

長野・新潟・群馬
福島

熊本・大分

特集◇　市民の力で

オオルリシジミの舞う安曇野へ

絶滅危惧種の蝶「オオルリシジミ」の生息域を拡げようと、
長年保護活動などに携わってきた地元市民団体等が企画する
「オオルリシジミの食草クララ 2020 本を市内全域に植える
活動（主催：岩原の自然と文化を守り育てる会）」のオープ
ニングセレモニーが６月 27 日、堀金支所で開かれ、記念植
樹と苗の配布（写真右）、講演会が行われました。
講演会では、信州大学名誉教授の中村寛志さんや日本自然

保護協会の萩原正朗さんをはじめ、研究や保護活動に携わる
皆さんの発表があり、多くの市民が参加しました。 穂高西小学校　４年生

等々力　愛花さん

学校近くの公園で本
物のオオルリシジミ
を見て、すごくきれ
いでした。蝶が来て
くれるのを楽しみに、
家の庭に植えます。

講演会レポート
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よ
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な
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０
０
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０
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。

安曇野オオルリシジミ保護対策会議
代表　那須野 雅好さん

広い畦
あぜ

のある風景

クララに網をかけ、人工飼育を行う
猿田久雄さん

青森・秋田・岩手

かつて生息が
確認されていた地域
現在生息が
確認されている地域

蛹

交尾
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